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〈です・ます体〉の文章は軽いか？ 

時事通信が鴻上
こ う か み

尚史
し ょ う じ

さんの原稿を拒否した理由 

加藤良一  令和 5年 1月 15日 

 

鴻上
こ う か み

尚史
し ょ う じ

  さんが時事通信社から、成人の日に向けて依頼された原稿の書き方が問題とされて、話

しあったものの折り合いがつかず、ついには発表できなかったという事態が発生しました。 

 

鴻上さんは、劇作家・演出家ですが、NHK-BS のテレビ番組〔COOL JAPAN〜発掘！かっこいい

ニッポン〜〕のキャスターとしても活躍しているユニークな方です。この番組は、｢日本人には気づ

かない日本文化の魅力を再発見！｣と題し、外国人から見た日本の社会を取り上げて紹介しています。 
 

鴻上尚史︓劇作家・演出家。早稲田大学法学部卒業。高校時代から演劇部に所属。当時は文化部同士の連帯
には共産主義のイメージが蔓延っていたために、また共産主義者の集会に参加していたこともあり、県教育
委員会よりコンクールに参加できないという経験をした。大学では早稲田大学演劇研究会に所属していた。 

 

鴻上さんは、世に出なかった原稿を敢えてTwitterに公表しました。時事通信が付けた注文とはいっ

たいどのようなことだったのでしょうか。鴻上さんによれば「体言止めが美しい」などと20か所以

上も指摘が入り、書き直すことに納得できず時事通信と決裂したといいます。 
 

＜鴻上尚史さんの Twitter コメント＞１月６日 @KOKAMIShoji 

時事通信から、「成人の日によせて」という原稿の依頼が来て書いたのですが、

書いた文章に20カ所以上の直しが入りました。「体言止めが美しい」というよう

な理由で、納得できないと申し入れたら決裂しました。せっかく書いた文章なの

で、ここに載せます。多くの若者に届きますように 
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読んで頂ければおわかりのように、この文章は〈です・ます体〉で書かれています。この文体とい

うものがじつは大いに問題なのです。鴻上さんは「体言止めが美しい」と時事通信から注文を付け

られ、20カ所以上の直しが入ったとしか述べていません。内容は若者への応援ですから、注文を付

けようがなく、問題は書き方にあったと思われます。 
 

〈である体〉と〈です・ます体〉 

私が思うには、おそらく時事通信は〈である体〉で書き直すよう要求したのではないでしょうか。

｢体言止め｣とは、主に名詞や代名詞で文章を切ることですが、果たしてどの部分を指しているのか、

見当はつくもののこれだとはわかりません。 
｢体言止め｣は文章のリズムを変えたり、文章を簡潔にする効果があります。例えば、次のような文

章が考えられますが、これは良いとばかりはいえず、逆にそっけなさや粗雑な感じを受ける人もあ

るかもしれません。 
 

今日は晴れて風もなく絶好のテニス日よりです。今から出かけます。  

↳  今日は晴れて風もなく絶好のテニス日より。今から出かけます。  
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そこで、鴻上さんの上の文章を仮に〈です・ます体〉に書き直すとしたら、優に30カ所を超すので

はないかと思います。試しに冒頭を書き直してみます。 
 

成人おめでとう。でも、 「大人になる」はどういうことでしょうか？  

↳  成人おめでとう。しかし、「 大人になる」 はどういうことだろうか︖  
 

僕は、親や先生や先輩や友達の意見にただ従うのではなく、 「あなた自身の頭で考えるこ

と」だと思っています。  自分の人生を自分で決めるということですね。  

↳  僕は、親や先生や先輩や友達の意見にただ従 うのではなく 、「 あなた自身の頭で考えるこ
と」 だと思 っている。  自分の人生を自分で決めるということである。  

 
場合によっては、｢僕｣→｢私」、｢あなた｣→｢きみ｣に変えよなどというかもしれません。 

 
時事通信は、いわゆる｢格調の高い」文、それはとりもなおさず「やや固い」文がほしいというこ

とかもしれません。一般に「論文」と名の付くような文章は〈である体〉で書かれるのが常識 (！) 
ですが、その理由についてはこれまでほとんど触れられずにきました。しかし、そこへ一石を投じ

たのが哲学者平尾昌宏さんの近著〔日本語からの哲学 なぜ〈です・ます〉で論文を書いてはならな

いのか？〕です。この著書は、文体について極めて根本的なことを考察していますが、まだ読みこな

していないので、あらためて別の機会に書きます。 
 
私が〈です・ます体〉か〈である体〉のどちらを選ぶかは、書く内容や、その時の気分で決めてき

ましたし、実際に科学系の雑誌に論文を発表したときは、まちがいなく〈である体〉でした。〈です・

ます体〉を選ぶことなど想定したこともありませんでした。 
 
鴻上さんが貫いた主張がどういうことだったのか、大いに関心があります。〈です・ます体〉と〈で

ある体〉ではまったく世界が異なるからです。 
以上、鴻上さんの文を私なりに解釈してみましたが、みなさんはどのように受け取られるでしょう

か。 
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